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Ｍ
ａ
ｃ
と
は
い
え
イ
ン
テ
ル
Ｃ
Ｐ
Ｕ
を

搭
載
し
た
機
種
だ
け
に
、
イ
ン
ス
ト
ー

ル
の
手
順
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
機
に
イ
ン

ス
ト
ー
ル
す
る
場
合
と
同
じ
。[

Ｃ]

キ

ー
を
押
し
て
い
れ
ば
Ｃ
Ｄ
か
ら
起
動
す

る
と
い
う
こ
と
さ
え
知
っ
て
い
れ
ば
、
特

に
悩
む
こ
と
は
な
い
。
特
殊
な
設
定
と

い
え
ば
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
後
に
リ
ポ
ジ

ト
リ
を
ひ
と
つ
追
加
し
て
お
く
こ
と
く

ら
い
だ
。
こ
れ
を
入
れ
て
お
け
ば
、
ホ

ッ
ト
キ
ー
な
ど
Ｍ
ａ
ｃ
用
の
機
能
が
ス
グ

に
使
え
る
よ
う
に
な
る
。
Ｏ
Ｓ
Ｘ
と
Ｕ

ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
デ
ュ
ア
ル
ブ
ー
ト
に
す
る

な
ら
、
イ
ン
ス
ト
ー
ラ
を
起
動
す
る
前

に
空
き
領
域
を
つ
く
っ
て
お
く
の
が
オ

ス
ス
メ
。
こ
う
し
て
お
け
ば
手
動
で
パ

ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設
定
を
せ
ず[

連
続
す

る
最
大
の
空
き
領
域
〜]

を
選
ぶ
だ
け
だ
。

デ
ュ
ア
ル
ブ
ー
ト
で
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を

起
動
す
る
に
は[

Ｏ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ]

キ
ー
を

押
し
な
が
ら
電
源
を
入
れ
、[

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ]

と
書
か
れ
た
ほ
う
を
選
択
す
る
。

文
字
こ
そ
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
だ
が
、
ち
ゃ

ん
と
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
が
起
動
さ
れ
る
。
な

お
、
こ
れ
は
標
準
の
ブ
ー
ト
ロ
ー
ダ
に

よ
る
機
能
だ
が
、
Ｃ
Ｄ
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
か
ら
の
起
動
も
選
べ
る
よ
う
に
す
る
、

さ
ら
に
高
度
な
ブ
ー
ト
ロ
ー
ダ
『
ｒ
Ｅ

Ｆ
Ｉ
ｔ
』
を
使
う
の
も
オ
ス
ス
メ
だ
。
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訓練兵

イッペイ
「今から隊員だから。」とい
うムチャぶりを許容してくれ
る頼もしい新メンバー。

隊長

みやさと
動作確認などの実行動
を担当。室内戦を得意
とする（引きこもり気味）。

隊員

ベーコン
ターゲットの手配、確保を
担当。主な生息地は会
社。室内戦を（ｒｙ

vol.03
特殊部隊『動かし隊』とは？

動くかどうかわからない機器を試し、曲がりなりにもå動い
たßといえる状態にするのを目的とした頼もしい部隊。3回目に
して新隊員を迎え、さらに戦力が強化された（気がする）。

¡高級感と耐久性を両立した、アルミ
削り出しボディを採用したノートPC。
2.8GHzのCore2 Duo、1920×1200ド
ットの高解像度液晶を搭載する。

●アップル
●http://www.apple.com/jp/

直販価格 24万8800円

MacBook Pro
（MC226J/A）
17インチモデル

今回の達成度 各機能の動作状況

™ほとんどの機能が使えるが、スピーカーから
の音声出力だけはうまく動かなかった。

92% 無線LAN ○（100%）

ディスプレイ ○（100%）

ホットキー ○（100%）

タッチパッド ○（100%）

カメラ ○（100%）

サウンド △（50%）

イ
ン
ス
ト
ー
ル

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
は

『G
P
a
rte

d

』で
先
に
分
割™[Option]キーを押しながら電源を入れると、

選択画面に。「Windows」を選ぶと起動する。

起動は[Option]キー

™[Option]キーを押さなくともメニュー表示
可能。インストールはOS X上から行なう。

¡各種不具合が修正されて
いるだけに、インストール
直後は有線LANを接続し、
アップデートを実行する。

『rEFIt』で簡単起動

™『GParted』でOS Xがインストールされているパ
ーティションをリサイズして、空き領域を確保。

Ubuntu用に空き領域をつくる

リポジトリを追加する
●リポジトリに追加
sudo add-apt-repository ppa:mactel-support

アップデートを実行

文/宮里圭介　撮影/岡田清孝



無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
使
え
る
よ
う
に
す
る

に
は
、
先
に
有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
接
続
し
て

「
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
ド
ラ
イ
バ
」
を
起
動

し
、「B

roadcom
STA

無
線
ド
ラ
イ

バ
」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
れ
ば
完
了
だ
。

ボ
リ
ュ
ー
ム
、
輝
度
調
節
、
イ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
は
最
初
か
ら
利
用
可
能
。
キ

ー
ボ
ー
ド
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
も
リ
ポ
ジ
ト
リ

を
追
加
し
て
あ
れ
ば
、「pom

m
ed

」
を

追
加
す
る
だ
け
で
使
え
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
機
能
は
単
体
の
キ
ー
で
使
え

る
が
、
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
キ
ー
を
優
先

し
、[

Ｆ
ｎ]

キ
ー
と
の
同
時
押
し
で
動
作

す
る
よ
う
に
し
た
け
れ
ば
、「/etc/

pom
m

ed.conf

」
と
「/etc/m

od-
probe.d/options

」
の
２
つ
の
設
定
フ

ァ
イ
ル
の
書
き
換
え
が
必
要
だ
。

Ｍ
ａ
ｃ
へ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
必
ず
見

て
お
き
た
い
の
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
「
Ｍ
ａ
ｃ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」

の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
だ
。
ど
う
や
れ
ば
動
く

よ
う
に
な
る
の
か
が
機
種
ご
と
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
非
常
に
役
に
立

つ
。
な
お
、
機
種
Ｉ
Ｄ
は
Ｏ
Ｓ
Ｘ
な
ら

[

こ
の
Ｍ
ａ
ｃ
に
つ
い
て]

か
ら[

詳
し
い

情
報]

を
開
き
、[

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア]

か
ら

表
示
可
能
。
す
で
に
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
入

れ
た
あ
と
な
ら
、
端
末
か
ら
「s

u
d
o

d
m
id
eco

d
e
-s

system
-p

ro
d
uct-

nam
e

」
で
調
べ
ら
れ
る
。
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サ
ウ
ン
ド
機
能
を
有
効
に
す
る
に
は
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
追
加
と
設
定
フ
ァ
イ
ル

の
書
き
換
え
が
必
要
。
と
は
い
え
、
な

ぜ
か
ス
ピ
ー
カ
ー
は
音
が
出
な
か
っ
た
。

™アップルマークから[このMacについて]-[詳し
い情報]を開くと調べられる。

機種IDを表示する

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

最
適
の
ド
ラ
イ
バ
を

手
動
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル

ホ
ッ
ト
キ
ー

キ
ー
ボ
ー
ド
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
も

使
え
る
よ
う
に
す
る

マ
ル
チ
タ
ッ
チ
の
特
徴
と
も
い
え
る

２
本
指
で
の
ス
ク
ロ
ー
ル
は
、
設
定
を

変
更
す
る
だ
け
で
利
用
可
能
。
ま
ず
は

[

シ
ス
テ
ム]-[

設
定]-[

マ
ウ
ス]

と
開
き
、

[

タ
ッ
チ
・
パ
ッ
ド]

タ
ブ
を
選
択
。「
ス

ク
ロ
ー
ル
」
項
目
に
あ
る[

二
指
で
の
ス

ク
ロ
ー
ル]

を
選
択
す
れ
ば
い
い
だ
け
だ
。

な
お
、
ボ
タ
ン
の
ク
リ
ッ
ク
は
タ
ッ
プ
に

割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
タ
ッ
プ
が

そ
も
そ
も
嫌
い
で
あ
れ
ば
こ
こ
か
ら
無

効
に
で
き
る
。た
だ
し
、２
本
指
タ
ッ
プ

に
よ
る
右
ク
リ
ッ
ク
も
使
え
な
く
な
る
。

タ
ッ
チ
パ
ッ
ド

2
本
指
ス
ク
ロ
ー
ル
を

使
え
る
よ
う
に
す
る

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
ド
ラ
イ
バ
は
Ｎ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
用
を
使
用
。「
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
・
ド
ラ
イ
バ
」
か
ら
イ
ン
ス
ト
ー
ル
。

複
数
あ
る
場
合
は
、「
推
奨
」
と
書
か

れ
て
い
る
ほ
う
を
選
択
し
よ
う
。

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
の

ド
ラ
イ
バ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

サ
ウ
ン
ド

イ
ヤ
フ
ォ
ン
で
は
聞
け
る
が

ス
ピ
ー
カ
ー
は
鳴
ら
ず

Ｍ
ａ
ｃ
で

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
使
う
な
ら

コ
コ
を
見
ろ
!!

赤
外
線
リ
モ
コ
ン
の
受
信
部
を
有
効

に
す
る
に
は
、「gnom

e-lirc-proper-
ties

」
を
追
加
し
、[

シ
ス
テ
ム]-[

シ
ス

テ
ム
設
定]-[Infrared

〜]

か
ら
設
定
を

変
更
す
れ
ば
オ
ー
ケ
ー
だ
。

リ
モ
コ
ン

「
ｌ
ｉ
ｒ
ｃ
」の
追
加
で

受
信
可
能
に
す
る

™

作
業
そ
の
も
の
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
同
じ
な
の

で
、
同
時
に
設
定
す
る
の
が
オ
ス
ス
メ
だ
。

「推奨」を選択する

ALSAドライバを入れ替え
●パッケージを追加
sudo apt-get install linux-backports-
modules-alsa-karmic-generic

パッケージを追加
●パッケージを追加
sudo apt-get install pommed

「/etc/modprobe.d/options」を作成

「/etc/modprobe.d/alsa-base.conf」に追記

「lirc」を追加する
●パッケージを追加
sudo apt-get install gnome-lirc-
properties

「Auto-detect」で設定

「マウスの設定」から変更

¡™「options」を新規作成し、1行記述。「pommed
.conf」は「fnmode」の値を「2」に変更する。

「/etc/pommed.conf」を編集

¡結構感度がよく、タップと誤認識されることなく
気持ちよくスクロールできる。

¢

「
二
指
で
の
ス
ク
ロ
ー
ル
」
を
選

ぶ
こ
と
で
、
２
本
指
で
ス
ク
ロ
ー
ル

が
可
能
に
な
る
。

スクロールを試す

™

便
利
な
情
報
が
多
い
も
の
の
、
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
は
英
語
。
が
ん
ば
っ
て
訳
そ
う
。

コミュニティを参考に

https://wiki.ubuntu.com/MactelSupportTeam
/CommunityHelpPages

™
[

シ
ス
テ
ム]-[

シ
ス
テ
ム
管
理]

か
ら
起
動
。
ド

ラ
イ
バ
を
選
ん
で
「
有
効
に
す
る
」
を
押
す
。

「ハードウェア・ドライバ」

¢
[A

uto-detect]

ボ
タ
ン

を
押
し
て
、
デ
バ
イ
ス
を

指
定
。
ち
な
み
に
、
リ
モ

コ
ン
本
体
は
別
売
だ
。

¢

左
の
よ
う
に
、
最
後
に

１
行
書
き
加
え
る
。
こ
れ

で
イ
ヤ
フ
ォ
ン
か
ら
は
音

が
鳴
る
よ
う
に
な
る
。



イ
ン
ス
ト
ー
ル
直
後
の
状
態
で[

シ
ス

テ
ム]-[

設
定]-[

デ
ィ
ス
プ
レ
イ]

を
開
い

て
み
る
と
、
し
っ
か
り
と
２
枚
目
の
液

晶
も
認
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
ド

ラ
イ
バ
も
入
れ
ず
に
デ
ュ
ア
ル
表
示
が

で
き
る
か
と
試
し
て
み
た
が
、
設
定
そ

の
も
の
は
で
き
る
が
２
枚
目
の
液
晶
に

は
何
も
映
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で[

シ
ス
テ
ム]-[

シ
ス
テ
ム
管

理]-[

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
ド
ラ
イ
バ]

か
ら

「
Ｆ
Ｇ
Ｌ
Ｒ
Ｘ
」
ド
ラ
イ
バ
を
イ
ン
ス
ト

ー
ル
。[

デ
ィ
ス
プ
レ
イ]

を
開
く
と
な

ぜ
か
１
枚
目
の
液
晶
が
「
不
明
」
と
な

っ
て
い
る
も
の
の
、
問
題
な
く
デ
ュ
ア

ル
表
示
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

シ
ン
グ
ル
表
示
と
デ
ュ
ア
ル
表
示
の

切
り
替
え
は
、
こ
の[

デ
ィ
ス
プ
レ
イ]

か
ら
２
枚
目
を
「
無
効
」
化
す
る
こ
と

で
可
能
と
な
る
が
、
そ
の
た
め
に
設
定

画
面
を
開
く
の
も
め
ん
ど
う
だ
。「
ｘ
ｒ
ａ

ｎ
ｄ
ｒ
」
を
使
え
ば
コ
マ
ン
ド
か
ら
制

御
で
き
る
。
こ
の
コ
マ
ン
ド
を
使
っ
て

ス
ク
リ
プ
ト
を
作
っ
た
り
、
な
に
か
の

キ
ー
へ
と
割
り
当
て
た
り
し
て
、
簡
単

に
切
り
替
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
便

利
だ
。
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
度

デ
ュ
ア
ル
表
示
に
す
る
と
シ
ン
グ
ル
表

示
へ
切
り
替
え
て
も
画
面
表
示
は
消
え

る
が
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
ま
で
は
一
緒
に
消

え
て
く
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
ど
う
せ

液
晶
は
重
ね
て
見
え
な
く
な
る
の
で
気

に
し
な
く
て
も
い
い
が
、
ム
ダ
に
電
力

を
消
費
さ
れ
る
の
も
気
に
か
か
る
。[

Ｃ

ｔ
ｒ
ｌ]

＋[

Ａ
ｌ
ｔ]

＋[

Ｆ
１]

で
一
度

コ
ン
ソ
ー
ル
表
示
に
し
た
後
、[

Ｃ
ｔ
ｒ

ｌ]

＋[

Ａ
ｌ
ｔ]

＋[

Ｆ
７]

で
再
度
Ｘ
を

表
示
さ
せ
る
と
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
が
オ
フ

に
な
る
の
で
、
気
に
な
る
場
合
に
試
し

て
み
る
と
い
い
だ
ろ
う
。
あ
ま
り
ス
マ
ー

ト
な
解
決
方
法
で
は
な
い
が
、
デ
ュ
ア

ル
と
シ
ン
グ
ル
を
頻
繁
に
切
り
替
え
る

こ
と
も
な
い
の
で
問
題
な
い
。

本
体
に
は
２
枚
の
液
晶
の
ほ
か
に
、

ア
ナ
ロ
グ
Ｒ
Ｇ
Ｂ
の
外
部
出
力
も
装
備

し
て
い
る
。
こ
れ
を
使
う
と
ト
リ
プ
ル

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
、
実
験
し
て
み
た
。

接
続
す
る
と
２
枚
の
液
晶
と
外
部
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
認
識
さ
れ
る
も
の
の
、

３
つ
と
も
有
効
化
し
よ
う
と
す
る
と
エ

ラ
ー
が
出
て
し
ま
い
、
見
事
に
失
敗
。

た
だ
し
、
１
枚
目
の
液
晶
と
外
部
出
力

を
使
っ
た
デ
ュ
ア
ル
表
示
と
い
っ
た
よ

う
に
、
３
つ
の
う
ち
２
つ
を
組
み
合
わ

せ
て
の
デ
ュ
ア
ル
出
力
は
可
能
だ
っ
た
。
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¡10.1インチで1366×768ドットの液
晶を2枚搭載し、標準でデュアルディ
スプレが可能なノート。 CPUには

『Athlon Neo MV-40』を採用。

●オンキヨー
●http://www.jp.onkyo.com/

実売価格 8万4800円前後

DX1007A5
今回の達成度 各機能の動作状況

™基本機能はOKだが、ボリュームや無線LANの
オン、オフといったホットキーは動かなかった。

76% 無線LAN ○（90%）

ディスプレイ ○（90%）

カメラ、サウンド ○（100%）

ポインタ ○（100%）

Bluetooth ×（0%）

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

認
識
す
る
け
ど
映
ら
な
い
？

ド
ラ
イ
バ
更
新
で
表
示

™
[

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
ド
ラ
イ
バ]

を
使
い
、「
Ｆ

Ｇ
Ｌ
Ｒ
Ｘ
」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。

ドライバを入れる

™

イ
ン
ス
ト
ー
ル
直
後
で
も
２
枚
目
の
液
晶
を

認
識
す
る
が
、
表
示
ま
で
は
で
き
な
い
。

標準でも認識するが……

™ウィンドウをまたがって表示することも、移動す
ることも可能。単純に表示領域が2倍になる。

2732×768ドット表示

™

ド
ラ
イ
バ
を
入
れ
る
と
１
枚
目
が
「
不
明
」
に

な
る
も
の
の
、
デ
ュ
ア
ル
表
示
が
可
能
に
。

デュアル表示が可能！

™£デュアルからシングル
へ変更するとバックライト
がついたまま（上）。一度
コンソールへ切り替えれば、
バックライトが消える（下）。

バックライトが
つきっぱなし

コマンドで表示を切り替える

●デュアルで表示する
xrdandr --output LCD --mode 1366x768 --

output DFP1 --mode 1366x768 --right-of LCD

●ミラーで表示する
xrdandr --output LCD --mode 1366x768 --

output DFP1 --mode 1366x768 --same-as LCD

●シングルで表示する
xrdandr --output LCD --mode 1366x768 --

output DFP1 --off

ト
リ
プ
ル

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
！

™

外
部
出
力
が
ま
っ
た
く
使
え
な
い
の
で
は
な

く
、
デ
ュ
ア
ル
表
示
ま
で
な
ら
利
用
可
能
だ
。

2つまでならオーケー

™3つとも有効にしようとすると、「設定が適用
できませんでした」とエラーに。

エラーが出てしまう

シ
ン
グ
ル
表
示
で

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
が
消
え
な
い
!?



本
体
の
左
手
前
に
あ
る
ボ
リ
ュ
ー
ム

ス
イ
ッ
チ
。
一
応
機
能
と
し
て
は
動
作

す
る
の
だ
が
、
１
度
触
れ
る
と
ほ
か
の

キ
ー
を
押
す
ま
で
押
し
っ
ぱ
な
し
の
状

態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
２
回

目
以
降
は
無
反
応
と
な
る
た
め
、
実
用

性
は
ま
っ
た
く
な
い
。
ど
う
せ
使
い
物

に
な
ら
な
い
の
な
ら
、
機
能
そ
の
も
の

を
止
め
て
し
ま
お
う
。[

シ
ス
テ
ム]-[

設

定]-[

キ
ー
ボ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト]

を
開
き
、「
ミ
ュ
ー
ト
に
す
る
」
を
ク
リ

ッ
ク
。[B

ackSpace]

キ
ー
を
押
す
と
、

「
無
効
」
に
変
更
で
き
る
。
同
様
に

「
音
量
を
下
げ
る
」、「
音
量
を
上
げ
る
」

も
無
効
に
変
更
し
よ
う
。

最
初
か
ら
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
利
用
可
能
。

使
え
な
い
場
合
は
、
本
体
左
横
の
「
Ｒ

Ｆ
」ス
イ
ッ
チ
が
オ
フ
に
な
っ
て
い
な
い

か
を
確
認
し
よ
う
。た
だ
し
、こ
れ
を
オ

ン
に
し
て
も
ス
グ
に
は
使
え
ず
、
再
起

動
す
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、[

Ｆ
ｎ]

＋

[

Ｆ
４]

キ
ー
に
よ
る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
オ

ン
、
オ
フ
も
利
用
で
き
な
い
。
厳
密
に

い
え
ば
オ
フ
に
は
で
き
る
が
、
オ
ン
に
し

て
も
認
識
さ
れ
ず
、
再
起
動
す
る
ま
で

使
え
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
。

な
お
、
内
蔵
のB

luetooth

は
利
用

不
可
。Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
で
デ
バ
イ
ス
を
確

認
し
て
検
索
し
た
が
、ド
ラ
イ
バ
が
見
つ

か
ら
ず
お
手
上
げ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ボ
リ
ュ
ー
ム
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
ホ
ッ

ト
キ
ー
が
ら
み
が
使
え
な
い
こ
と
か
ら

推
測
で
き
る
と
お
り
、
や
は
り
キ
ー
ボ

ー
ド
の
輝
度
調
整
機
能
も
動
か
な
い
。

と
は
い
え
、[

シ
ス
テ
ム]-[

設
定]-[

電

源
の
管
理]

に
あ
る
「
画
面
の
明
る
さ
設

定
」
は
し
っ
か
り
と
機
能
す
る
。
輝
度

を
変
更
し
た
い
場
合
は
こ
ち
ら
か
ら
設

定
す
る
の
が
オ
ス
ス
メ
だ
。

こ
の
ほ
か
、「xbacklight

」
と
い
う

コ
マ
ン
ド
か
ら
も
変
更
で
き
る
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
追
加
し
、
端
末
か
ら

「xbacklight-set80

」
な
ど
と
実
行
す

れ
ば
、
輝
度
を
自
分
の
好
き
な
明
る
さ

（
こ
の
例
で
は
80
％
）
に
設
定
で
き
る
。

『LC
D

-4300U

』
を
前
回
の
『LC

D
-

8000U

』
と
同
じ
設
定
で
試
し
た
と
こ

ろ
、
画
面
は
表
示
さ
れ
た
が
メ
ニ
ュ
ー

が
一
切
表
示
さ
れ
な
い
と
い
う
怪
し
い

動
作
。
画
面
が
映
る
だ
け
マ
シ
と
は
い

え
デ
ュ
ア
ル
表
示
に
で
き
ず
、
実
用
に

な
ら
な
か
っ
た
。
別
の
ド
ラ
イ
バ
も
試

し
た
が
、
動
作
に
変
化
は
な
か
っ
た
。

『G
H

V
-D

F7U
D

』
は
内
蔵
メ
モ
リ
に

は
ア
ク
セ
ス
で
き
た
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

が
違
う
た
め
表
示
で
き
な
か
っ
た
。
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別のドライバでも無理
●パッケージの追加
sudo apt-get install libusb-dev xorg-dev build-essential
git-core
●udlfbの作成とインストール
git clone http://git.plugable.com/webdav/udlfb/
cd udlfb
make
sudo make install
sudo depmod -a
●xserverの作成とインストール
git clone http://git.plugable.com/webdav/xf-video-udlfb/
cd xf-video-udlfb
./configure
make
sudo make install

ボ
リ
ュ
ー
ム

一
応
機
能
は
す
る
が

押
し
っ
ぱ
な
し
に

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

一
度
オ
フ
に
す
る
と

再
起
動
す
る
ま
で
使
え
な
い

輝
度
調
整

ホ
ッ
ト
キ
ー
は
利
用
不
可

設
定
で
変
更
す
る

™項目を選び、[BackSpace]キーを押すこと
で無効化できる。3つとも無効にする。

設定を「無効」に変更

™無線のスイッチがサイドにある。無線LAN
が認識されない場合は、こちらを確認しよう。

サイドにスイッチも

™USBで接続すると、こんなメニューが表示さ
れる。ディスプレイとしては使えなかった。

内蔵メモリは使える

™押しっぱなしになってしまい、ほかのキー
が入力できないことも。無効化しておこう。

使えるけど使えない

™[Fn]＋[F4]を押すとオフにはできるが、再
起動するまでオンにできないので注意。

オフにしたらダメ！

™[システム]-[設定]-[電源の管理]で、輝度を
変更可能。バッテリ使用時の設定もある。

™スクリプトに組み込んだり、キーに割り当て
たりすると便利に使えそうだ。

「電源管理の設定」で変更

¡800×480ドットの4.3インチ液晶。
DisplayLink社のコントローラーを採
用している。解像度こそ違うものの、
前回の『LCD-8000U』の兄弟機。

™800×480ドットで7インチのフォト
フレーム。内蔵メモリのほか、USBメ
モリやSD/MS内の画像や音楽を再生可
能。USBディスプレイとしても動作。

●センチュリー
●http://www.century.
co.jp/

実売価格 9000円前後

LCD-4300U

●グリーンハウス
●http://www.green-
house.co.jp/

実売価格 9980円前後

GHV-DF7SW

今回の達成度

0%
&

別
の
ド
ラ
イ
バ
を
使
う
も

や
っ
ぱ
り
動
か
ず

コマンドから変更する

●パッケージを追加
sudo apt-get install xbacklight

●コマンドから制御
xbacklight -set 80



¡USB2.0の約10倍という、
5Gbpsの転送速度を実現
するUSB3.0接続。PCIエ
クスプレス×1接続のイン
タフェースと、HDDを裸の
まま使えるクレードル。

●センチュリー
●http://www.century.co.jp/

●センチュリー
●http://www.century.co.jp/

実売価格 7480円

実売価格 4980円

裸族のお立ち台 USB3.0（CROSU3）

ポートを増やしタイ
（CIF-USB3P2）

今回の達成度 各機能の動作状況

™インタフェースは挿すだけで認識。ホット
プラグも問題なかった。また、USB3.0に対
応していないマウスやキーボードも動作した。

100% ボードの認識 ○（100%）

デバイスの認識 ○（100%）

その他のUSB機器
の認識 ○（100%）
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□
□
□

イ
ン
ス
ト
ー
ル
Ｃ
Ｄ
か
ら
起
動
し
た

と
き
に
セ
ー
フ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
モ
ー
ド

で
な
け
れ
ば
Ｘ
の
画
面
が
表
示
さ
れ
な

い
場
合
は
、
マ
ザ
ー
の
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
が
古

い
証
拠
だ
。
ま
ず
は
イ
ン
テ
ル
の
サ
イ

ト
か
ら
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

最
新
の「
０
１
５
４
」へ
と
更
新
し
よ
う
。

更
新
の
方
法
は
複
数
あ
る
が
、
も
っ
と

も
手
軽
な
の
が
Ｃ
Ｄ
か
ら
の
更
新
。
手

順
は
簡
単
で
「M

O
0154P.ISO

」
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
Ｃ
Ｄ
を
作
成
。
あ

と
は
こ
の
Ｃ
Ｄ
か
ら
起
動
す
る
だ
け
だ
。

Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
さ
え
更
新
で
き
て
し
ま
え

ば
、
Ｘ
が
正
常
に
表
示
さ
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
サ
ウ
ン
ド
な
ど
の
デ

バ
イ
ス
も
問
題
な
く
動
作
す
る
。

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
ボ
ー
ド
は
ド
ラ
イ

バ
な
ど
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
必
要
な
く
、

挿
す
だ
け
で
利
用
可
能
だ
。
外
付
け
ク

レ
ー
ド
ル
の
『
裸
族
の
お
立
ち
台
』
も
、

挿
す
だ
け
で
認
識
さ
れ
た
。
気
に
な
る

速
度
も
し
っ
か
り
と
出
て
お
り
、「
ｈ
ｄ

ｐ
ａ
ｒ
ｍ
」
コ
マ
ン
ド
を
使
っ
て
Ｈ
Ｄ
Ｄ

の
読
み
出
し
速
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
2.0
の
約
2.5
倍
。
こ
れ
は
、
内
蔵

の
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
ほ
ぼ
同
じ
速
度
だ
。

従
来
の
機
器
と
の
互
換
性
も
確
保
さ

れ
て
お
り
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
3.0
の
イ
ン
タ
フ
ェ

ー
ス
は
マ
ウ
ス
な
ど
も
動
作
し
た
。
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¡GPUを内蔵したAtom D510（1.66G
Hz、デュアルコア）を搭載。大型のヒー
トシンクを搭載し、ファンレスで動作可
能。ギガビットLANなどを装備する。

●インテル
●http://www.intel.co.jp/

実売価格 8000円前後

BOXD510M0
今回の達成度 各機能の動作状況

™旧Atomマザーと内部的にはほぼ変わらないこ
ともあり、とくに問題なく動作。BIOSのバー
ジョンにだけは注意したい。

100% 電源オフ、リセット ○（100%）

グラフィック ○（100%）

LAN ○（100%）

サウンド ○（100%）

™BIOSの更新ファイルはインテルのサイトから
ダウンロード可能。CDからの更新が簡単だ。

BIOSをダウンロード

™「sudo hdparm -t /dev/sdb1」で速度を計測。
USB3.0ならSATA並の速度だ。

コマンドから速度を計測

¡USB3.0のインタフェースも
接続したHDDも、ちゃんと
認識されているのがわかる。

しっかりと認識されている

™BIOSの画面を表示し、一番上で確認可能。こ
の画面から、最新の「0154」だとわかる。

BIOSのバージョンを確認

&

デバイスマネージャを追加
●パッケージを追加
sudo apt-get install gnome-device-manager

作戦会議
今
回
は
単
純
な
罠
に

は
ま
り
ま
く
り

み
や
さ
と
（
以
下
、
み
）「
今
回
は
あ

れ
だ
。
デ
ュ
ア
ル
液
晶
ノ
ー
ト
が
ち
ゃ

ん
と
映
っ
た
の
が
感
動
も
ん
だ
っ
た
。

結
果
を
み
れ
ば
簡
単
な
ん
だ
け
ど
、
最

初
か
ら
２
つ
液
晶
が
見
え
て
る
の
に
映

ら
な
く
て
、
ム
ダ
に
悩
ん
で
た
。」

ベ
ー
コ
ン
（
以
下
、
ベ
）「
単
純
な
罠

に
引
っ
か
か
り
ま
し
た
ね
。」

み
「
う
ん
。
あ
と
、『
Ｄ
５
１
０
Ｍ
Ｏ
』

も
似
た
よ
う
な
罠
だ
っ
た
ね
。
Ｂ
Ｉ
Ｏ

Ｓ
だ
け
が
問
題
か
よ
！
っ
て
。」

ベ
「
よ
く
気
づ
き
ま
し
た
ね
ソ
コ
。」

み
「
完
全
な
運
だ
っ
た
な
あ
。
な
ん
と

な
く
や
っ
た
だ
け
だ
も
ん
。」

ベ
「
…
…
」

み
「
そ
れ
は
と
も
か
く
、
今
回
の
最
大

の
収
穫
は
新
隊
員
の
イ
ッ
ペ
イ
だ
！
」

ベ
（
製
品
の
話
お
し
ま
い
!?
）

イ
ッ
ペ
イ
（
以
下
、
イ
）「
新
隊
員
の

イ
ッ
ペ
イ
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
…
…
っ
て
、
い
つ
の
ま

に
隊
員
に
な
っ
た
ん
ス
か
？
」

み
「
今
。
視
界
に
入
っ
た
か
ら
。」

本
人
た
っ
て
の
希
望
に
よ
り

新
隊
員
が
決
定
し
た
よ
！™「司令部の方からきました」という新隊員の

イッペイを強引に迎え、戦力アップしたはず。

強力な助っ人が参上！

Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
の
更
新
だ
け
が

唯
一
の
ポ
イ
ン
ト

接
続
す
る
だ
け
で
動
作
！

速
度
も
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
並
み



「
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
ド
ラ
イ
バ
」
で
イ

ン
ス
ト
ー
ル
で
き
る
「
Ｆ
Ｇ
Ｌ
Ｒ
Ｘ
」

で
は
動
作
し
な
か
っ
た
た
め
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

の
サ
イ
ト
か
ら
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
用
ド
ラ
イ
バ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

た
。
こ
の
ド
ラ
イ
バ
を
入
れ
る
と
画
面

の
右
下
に
「A

M
D

U
nsupported

hardw
are

」
と
い
う
文
字
が
出
る
が
、

画
面
効
果
も
問
題
な
く
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
た
だ
し
、
複
数
の
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
を
ま
と
め
て
１
つ
の
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
と
し
て
扱
うΩE

yefinity ≈

は
設
定
が

な
く
、
利
用
で
き
な
か
っ
た
。
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™いかに3Dが素晴らしいかを語るイッペイ隊
員を前に、黙るしかない2人。立場ナシ。

熱く語るイッペイ

™なんか飛び出すんだって、イッペイさんがい
ってた。製品ですらないけどいいの？

3Dってこんなの！（絵 イッペイ）動かしてほしい

募集するぞ!!
を

「買ったはいいけど動かない」、「一
応は動くけど使いにくい」など、
『動かし隊』へのリクエストを募集
中。タレコミはtwitterの『@ubun
tumag』まで。本当にどうしよう
もないのは隊長が逃げ出すけどな！

み
「
さ
て
、
次
回
は
な
に
や
る
？
」

イ
「
ア
バ
タ
ー
と
か
で
注
目
を
集
め
て

る
３
Ｄ
っ
ス
よ
。
こ
れ
し
か
な
い
。」

ベ
「
え
ー
。
で
き
る
の
そ
れ
？
」

イ
「
そ
れ
が
我
々
の
使
命
で
し
ょ
！
」

み
（
前
回
と
同
じ
引
き
だ
…
…
）

¡AMDの『Radeon HD 5670』を搭載
したリファレンスボード。メモリーは
512MB。出力はDVI、HDMI、ディス
プレイポートを装備。

●AMD
●http://www.amd.com/jp/

参考価格 1万2000円前後

Radeon
HD 5670

今回の達成度 各機能の動作状況

™手動でドライバを入れる必要はあったものの、
表示は問題なく可能。DP対応のディスプレイ
が用意できず、トリプルディスプレイは未確認。

66% X Window
での表示 ○（99%）

マルチディスプレイ○（100%）

Eyefinity ×（0%）

手
動
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で

画
面
表
示
が
可
能
に

™

ド
ラ
イ
バ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
い
っ
て
も
、
操

作
は
Ｇ
Ｕ
Ｉ
な
の
で
簡
単
だ
。

GUIでインストール

¡AMDのサイトの「Supp
ort&Drivers」から、Linux
用ドライバをダウンロード
しておこう。

¡も し 「 /etc/X11/xorg
.conf」が作られてなけれ
ば、左と同じ内容で新しく
ファイルを作成しておこう。

ドライバを入手する

端末から実行する
●コマンドを実行
sudo sh ./ati-driver-installer-10-1-x86.x86_64.run

™

画
面
の
右
下
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
の
マ
ー
ク
が
表
示
さ

れ
る
が
、
気
に
し
な
い
で
お
こ
う
。

なぜかマークが……

™
[

シ
ス
テ
ム]-[

設
定]
か
ら
起
動
可
能
。
デ
ュ
ア

ル
表
示
な
ど
の
設
定
が
行
な
え
る
。

設定ツールも高機能 「/etc/X11/xorg.conf」を確認

¡USB接続の有線LANアダプタ。速度
は100BASE-TX。バスパワーで動作し、
ドライバのインストールが不要。挿す
だけですぐに使えるのが魅力。

●バッファロー
●http://buffalo.jp/

実売価格　2000円前後

LUA3-U2-ATX
今回の達成度 挿すだけで使える！

™PCのLANが動作しない絶望的な状況を回避
できる心強いアイテムだ。

100%
つなぐ
だけ!!

新
隊
員
の
提
案
に

全
力
で
抵
抗
中


